
（
１
）

『
医
心
方
』
は
現
存
す
る
日
本
の
医
書
の
最
古
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
長
い
期
間
、
日
本
で
主
要
な
医
書
は
著
さ
れ
な
か
つ

（
２
）
（
３
）
（
４
）

た
・
一
三
一
五
年
に
至
っ
て
、
梶
原
性
全
に
よ
っ
て
『
万
安
方
』
が
著
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
医
心
方
』
よ
り
三
百
年
余
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
は
『
万
安
方
』
の
小
児
門
に
つ
い
て
、
と
く
に
歴
史
的
経
緯
の
な
か
で
、
『
医
心
方
』
と
の
相
違
な
ど
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

『
万
安
方
』
は
全
六
二
巻
か
ら
成
り
、
小
児
門
は
巻
第
三
九
か
ら
巻
第
四
九
ま
で
二
巻
に
及
ぶ
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
治
療
法
は
全
部
で

二
八
三
で
あ
り
、
『
医
心
方
』
の
四
九
五
の
倍
以
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
医
心
方
」
で
は
項
目
の
順
序
に
規
則
性
を
持
た
せ
、
項
目
毎
に
番

号
を
打
ち
、
出
典
を
明
記
し
て
お
り
、
全
体
に
そ
の
構
成
に
は
努
力
の
あ
と
が
ふ
ら
れ
、
単
な
る
書
き
写
し
で
は
な
い
の
に
比
べ
、
『
万
安
方
』

小
児
門
で
は
ほ
と
ん
ど
中
国
の
小
児
科
専
門
害
で
あ
る
『
幼
幼
新
書
』
か
ら
の
抜
華
で
あ
り
、
処
方
の
出
典
も
含
め
て
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
構
成
も
『
幼
幼
新
書
』
と
似
て
い
る
。
『
幼
幼
新
書
』
に
は
出
典
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
『
万
安
方
』
小
児
門
に
も

出
典
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
小
児
門
以
外
で
は
、
『
万
安
方
』
に
は
出
典
の
記
載
が
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
『
万
安
方
』
が
参
考
と
し

た
中
国
の
文
献
に
出
典
の
記
載
が
な
い
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
『
幼
幼
新
書
』
は
二
五
○
年
に
劉
防
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
全
四
○
巻
の

『
万
安
方
』
の
小
児
門
に
っ

㈲
構
成
に
つ
い
て

は
じ
め
に

い

て

羅
蕊
蕊
琿
昇
鵠
謂
昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
受
付

安
達
原

曄

子
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『
幼
幼
新
書
』
に
は
出
典
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
万
安
方
』
小
児
門
に
も
そ
れ
が
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
原
本
を
著
者
が

実
際
に
読
ん
で
い
た
か
は
、
欄
外
の
記
載
や
「
私
云
う
。
…
：
」
と
い
っ
た
部
分
か
ら
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
和
剤
局
方
』
、

『
聖
済
総
録
』
、
『
千
金
方
』
、
『
衛
生
良
剤
方
』
、
『
三
因
方
』
、
『
医
説
』
、
『
養
生
必
用
法
』
、
『
可
用
法
』
、
『
事
證
方
』
、
『
厳
氏
済
生
方
』
、
『
心
用

法
』
、
『
蒔
元
明
秘
快
』
、
『
直
指
方
』
は
実
際
に
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
１
は
記
載
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
文
献
を
挙
げ
た
も
の
で
あ

大
著
で
あ
り
、
『
万
安
方
』
に
は
全
部
が
写
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
初
生
養
護
法
を
は
じ
め
、
各
疾
患
に
対

（
５
）

す
る
病
源
論
や
治
療
法
を
中
心
に
抜
華
し
て
お
り
、
方
書
叙
例
、
求
端
探
本
、
病
源
形
色
、
胎
教
と
い
っ
た
部
分
は
省
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点

（
〈
ｈ
ｖ
）
（
【
，
ｊ
）

に
関
し
て
は
『
医
心
方
』
、
『
千
金
方
』
、
『
外
台
秘
要
方
』
と
似
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
構
成
に
関
し
て
は
『
医
心
方
』
ほ
ど
の
積
極
性
は
な

い
が
、
そ
の
抜
華
の
仕
方
は
実
践
的
で
あ
る
。
ま
た
、
『
医
心
方
』
と
ち
が
っ
て
欄
外
の
注
や
「
私
云
う
。
…
・
・
」
の
形
で
の
私
見
も
多
い
し
、

欄
外
の
注
で
は
難
解
な
漢
字
の
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

『
万
安
方
』
小
児
門
の
後
記
に
は
、
『
幼
幼
新
書
』
の
五
三
一
門
の
う
ち
、
二
○
’
三
○
分
の
一
か
二
の
門
し
か
載
せ
て
い
な
い
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
医
心
方
に
比
し
て
膨
大
な
量
で
あ
る
。

『
医
心
方
』
で
は
、
撰
者
の
意
見
は
「
今
案
ず
る
に
…
…
」
と
い
っ
た
形
で
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
薬
物
の
使
用
に
あ
た
っ
て
の
細
か
い

記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
万
安
方
』
で
は
「
私
云
う
…
…
」
の
形
で
著
者
の
私
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

る 法
○筐

､巻
第
四
○
の
二
ま
で
の
初
生
養
護
を
中
心
と
す
る
部
分
に
は
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
の
古
い
文
献
か
ら
の
引
用
が
多
い
。

口
出
典
に
つ
い
て

日
私
見
に
つ
い
て
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方
〕
は
処
方
内
容
に
も
及
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
発
黄

伝
上
ｊ
唐

方
宋
方
人
海
蔵
方
方
宋
く
草

に
菌
陳
五
苓
散
を
用
い
る
項
で
は
、
桂
を
減
ず
る

児
Ｉ
迷
方
證
通
献
左
剤
衆
く
集
方
草
録
本
他

論
小
方
指
集
衆
崔
鑑
方
方
張
仁
下
良
済
方
手
伝
選
本
総
子

銅
譲
譲
蓉
彗
塞
獅
卿
諏
雲
霞
洲
祷
醇
罷
罷
毒
罐
聿
罫
樺
澤
殿
琴
暉
か
除
く
か
す
る
と
よ
い
と
述
べ
た
り
し
て
い
る
。

る
ま
た
、
灸
の
つ
ぼ
を
考
案
し
た
り
、
呪
術
と
灸
を

い

て
合
わ
せ
た
治
方
、
一
つ
の
生
薬
に
よ
る
外
用
薬
も

れ
１
１
宋
唐

さ
調
味
信
泳
御
調
味
味
味
宋
方
ｊ
つ
く
っ
て
い
る
。

用
鑑
く
伝
験
伝
用
鑑
効
Ｉ
生
伝
伝
用
鑑
く
峯
宋

引
宝
経
家
方
録
所
紀
実
信
伝
方
術
家
家
必
方
方
水
論
方
経
方
錐
論
く
『
医
心
方
』
に
は
治
法
の
考
案
は
み
ら
れ
な

こ
童
壁
氏
利
今
師
和
童
生
愈
済
蓋
氏
氏
生
全
験
人
性
原
髄
易
鋭
木
説

別
嬰
石
朱
広
古
安
元
嬰
保
鄭
博
九
趙
呉
養
万
集
仙
薬
究
鳳
簡
張
龍
医

い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
治
療
に
対
す
る
積

ｆ児小

極
性
と
経
験
の
豊
富
さ
が
伺
わ
れ
る
。
ま
た
、
日

ｊ

方
師

本
で
入
手
で
き
な
い
薬
物
が
含
ま
れ
る
処
方
を
省

安
以

万
味
１
ｌ
宋

略
す
る
と
述
べ
た
り
、
そ
の
生
薬
の
代
り
に
な
る

ｒ

前
、
ノ
唐
１
〃
１
、
』
１
，
Ｊ
、
ノ
前
ｊ
、
ｊ
方
、
ｊ
ｊ

ｌ
１
１
劫
以
宋
く
宋
宋
唐
宋
ｊ
宋
唐
以
晋
宋
児
宋
宋

表
味
信
日
』
唐
Ｉ
方
Ｉ
く
Ｉ
ｌ
宋
く
く
宋
く
く
、
く
Ｉ
国
産
の
薬
物
を
挙
げ
た
り
し
て
い
る
。
薬
物
に
対

り
く
伝
要
方
伝
宋
方
集
伝
く
伝
録
Ｉ
後
方
氏
伝
伝

方
方
側
方
家
秘
局
家
Ｉ
翼
手
家
書
家
秘
経
肘
生
王
発
家

す
る
知
識
も
増
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
た
と

・
惠
金
漢
儒
氏
台
医
氏
乙
金
氏
氏
人
氏
母
顯
氏
先
東
時
氏

聖
千
張
嬰
吉
外
大
荘
銭
千
王
劉
活
張
子
顔
葛
茅
漢
丁
孔

え
ば
、
葛
根
は
野
生
の
も
の
よ
り
人
家
に
生
え
た

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

も
の
の
ほ
う
が
よ
い
、
と
述
べ
た
り
、
甘
皮
に
つ

い
て
、
『
嬰
儒
方
』
で
は
甘
草
を
用
い
て
い
る
と
言
っ
た
り
、
き
た
、
朴
消
に
つ
い
て
の
欄
外
の
記
載
で
、
『
直
指
方
」
で
は
滑
石
を
用
い
て

い
る
、
と
述
べ
た
り
、
積
に
は
蓬
我
北
や
京
三
稜
を
加
え
る
と
よ
い
、
と
述
べ
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
処
方
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
よ
く
効
く
と
い
っ
た
記
載
が
あ
っ
た
り
、
人
参
湯
の
乾
姜
を
除
い
て
厚
朴
を
加
え
た
の
が
調
気
湯
で
あ

る
と
述
べ
た
り
、
小
柴
胡
湯
は
す
べ
て
の
丹
毒
に
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
り
、
四
物
湯
を
服
し
て
羊
蹄
膏
を
つ
け
れ
ば
ど
の
よ
う
な
瘡

rq，
凡Jノ
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表2「万安方』小児門の治方の内わけ

内服756処方

外用(洗も含む）271処方

浴用16処方

表
２
は
『
万
安
方
」
小
児
門
の
中
の
処
方
の
内
わ
け
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
服
は
七
五
六
処
方
、
外
用
は
二
七
一
処
方
、
浴
用
一
六
処

方
、
そ
の
他
含
嗽
、
坐
薬
、
貼
薬
、
点
眼
、
洗
眼
、
耳
に
つ
め
る
、
耳
に
点
ず
る
、
な
ど
と
い
っ
た
処
方
が
七
八
処
方
あ
る
。
そ
の
他
に
灸
が

四
五
、
呪
術
一
三
、
灸
と
呪
術
の
併
用
が
二
、
歯
を
た
た
く
、
瘡
を
あ
ぶ
る
、
と
い
っ
た
様
々
な
治
方
・
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
『
医
心
方
』
小

児
門
に
お
い
て
は
こ
れ
ほ
ど
多
様
で
は
な
い
。

ま
た
、
表
３
は
構
成
生
薬
の
数
に
よ
っ
て
処
方
を
分
け
た
表
で
あ
る
が
、
『
万
安
方
』
小
児
門
中
の
全
二
二
一
処
方
中
、
単
剤
に
よ
る
処

（
９
）

方
は
三
六
二
処
方
で
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
『
医
心
方
」
の
七
二
・
〈
－
セ
ン
ト
、
『
千
金
方
』
の
四
三
・
〈
１
セ
ン
ト
、
『
外
台
秘
要
方
』
の

四
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
い
。
内
服
は
七
五
六
処
方
で
あ
り
、
全
処
方
の
六
七
・
ハ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
『
医
心
方
」

その他 含嗽78処方

坐剤

貼

点眼

洗眼

耳につめる

耳に点ずる

耳のそばに置く

舌や口中につける

喉中に吹き入れる

45

13

『 2

こぐ

iくる

計1183

画

治
療
法
の
内
容
に
つ
い
て

灸

呪術

灸＄呪術

歯をたたく

瘡をあぶる

計

で
も
な
お
る
、
と
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
滴
と
鯛
と
は
類
し
た

も
の
で
あ
る
と
私
見
を
述
べ
て
い
た
り
、
赤
斑
疹
と
発
斑
と
は
異

な
り
、
発
斑
は
傷
で
あ
る
が
赤
斑
疹
は
そ
う
で
な
い
と
述
べ
た
り

し
て
よ
く
内
容
を
理
解
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
ま
た
、
丁
笑
と
い

っ
て
腹
が
大
き
く
な
っ
て
黄
痩
す
る
病
の
と
こ
ろ
で
、
医
者
は
病

源
も
わ
か
ら
ず
に
死
な
せ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
脱
肛
に
対
し
て
は
、
排
便
時
も
含
め
て
常
に
臥
位
に

（
８
）

さ
せ
て
お
く
と
一
○
日
あ
ま
り
で
治
癒
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
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（
ｕ
）
（
皿
）

ま
た
、
服
用
法
を
比
較
す
る
と
、
『
聖
恵
方
』
、
『
嬰
儒
方
』
、
『
活
人
書
』
以
外
の
中
国
の
引
用
文
献
で
は
煎
用
よ
り
も
そ
れ
以
外
の
服
用
法

の
ほ
う
が
多
い
。
表
４
の
『
聖
恵
方
」
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
煎
用
が
八
八
処
方
で
そ
れ
以
外
の
用
法
は
七
○
処
方
で
あ
る
。
『
嬰
儒
方
』
で
は

煎
用
が
一
七
処
方
、
そ
の
他
は
一
五
処
方
、
『
活
人
書
』
で
は
煎
用
が
一
八
処
方
で
他
は
二
処
方
で
あ
る
。
唐
や
宋
の
時
代
に
は
煎
用
よ
り
も

表
４
、
表
５
、
表
６
は
『
万
安
方
』
小
児
門
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
を
、
引
用
処
方
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

（
皿
）

れ
ら
の
う
ち
、
唐
以
前
に
著
さ
れ
た
も
の
は
『
千
金
方
』
、
『
嬰
儒
方
』
、
『
外
台
秘
要
方
』
、
『
千
金
翼
方
』
、
『
子
母
秘
録
』
、
『
葛
氏
肘
後
』
な
ど

で
、
単
剤
の
外
用
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
『
千
金
方
』
小
児
門
の
処
方
三
一
四
の
う
ち
、
単
方
は
一
三
五
処
方
で
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
の
に
対
し
、
『
万
安
方
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
千
金
方
』
か
ら
の
単
方
の
割
合
は
一
四
○
処
方
中
の
八
○
処
方
、
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
と

多
い
。
同
様
に
『
外
台
秘
要
方
』
の
小
児
門
に
お
け
る
単
方
の
割
合
は
三
五
一
処
方
中
の
一
四
四
処
方
、
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
比

し
、
『
万
安
方
』
小
児
門
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
外
台
秘
要
方
』
の
単
方
の
率
は
二
三
処
方
中
の
一
七
処
方
で
七
四
・
ハ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
『
幼

幼
新
書
』
と
『
万
安
方
』
の
比
較
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
古
い
医
書
か
ら
と
く
に
簡
単
な
処
方
を
抜
華
し
て
い
る
傾
向
が

『
幼
幼
新
書
』
に
お
い
て
す
で
に
ゑ
ら
れ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
二
剤
以
上
の
処
方
は
宋
の
時
代
に
著
さ
れ
た
医
書
か
ら

抜
華
さ
れ
た
傾
向
に
あ
る
。

（
９
）

で
は
内
服
よ
り
も
外
用
の
ほ
う
が
多
く
、
『
千
金
方
』
で
も
内
服
は
全
処
方
の
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
『
外
台
秘
要
方
』
で
も
五
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
『
万
安
方
』
で
は
内
服
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

表
３
で
わ
か
る
よ
う
に
、
構
成
生
薬
の
数
が
一
○
以
上
の
処
方
は
ほ
ん
の
一
○
処
方
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
外
用
で
は
単
方
が
圧
倒
的
に
多

く
、
し
か
も
煎
用
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
内
服
で
は
煎
用
が
三
○
四
処
方
で
あ
り
、
丸
ま
た
は
散
剤
が
四
五
二
処
方
で
あ
る
が
、
丸
剤
ま

た
は
散
剤
に
単
方
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
煎
用
の
処
方
で
最
も
多
い
の
は
六
つ
の
生
薬
で
構
成
さ
れ
た
処
方
で
あ
る
。

⑤
『
万
安
方
』
小
児
門
に
引
用
さ
れ
た
文
献
に
お
け
る
処
方
内
容
の
比
較

（5）
句戸庁
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表3構成生薬の数（『万安方』小児門）
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表5「万安方」小児門中の出典別の処方の構成生薬の数（二）
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い
わ
ゆ
る
初
生
養
護
法
と
思
わ
れ
る
項
目
は
、
『
万
安
方
』
巻
第
三
九
の
は
じ
め
か
ら
巻
第
四
○
の
二
ま
で
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
項
目
は
、

小
児
、
断
暦
法
、
襄
謄
法
、
拭
初
生
児
口
法
、
甘
草
と
朱
蜜
を
与
え
る
法
、
朱
蜜
法
、
張
澳
牛
黄
法
、
蔵
衣
法
、
小
児
剃
髪
法
、
浴
児
法
、
小

児
名
法
、
相
小
児
寿
命
、
小
児
脈
法
、
択
乳
母
、
乳
小
児
法
、
乳
母
忌
慎
法
、
哺
児
法
、
小
児
初
生
将
護
法
、
乳
母
乳
汁
無
き
を
治
す
法
、

（
蝿
）

小
児
変
蒸
と
い
っ
た
も
の
で
、
そ
の
項
目
だ
け
み
て
も
『
医
心
方
』
や
『
千
金
方
』
、
『
外
台
秘
要
方
』
の
は
じ
め
の
部
分
と
き
わ
め
て
よ
く
似

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
う
ち
で
『
医
心
方
』
に
無
い
も
の
は
、
蔵
衣
法
、
小
児
剃
髪
法
、
相
小
児
寿
命
、
小
児
脈
法
、
乳
母
乳
汁
無
き
を

治
す
法
、
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
に
あ
っ
て
『
万
安
方
』
に
な
い
も
の
は
、
小
児
新
生
祝
術
、
小
児
初
着
衣
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
万
安
方
』
小
児
門
の
初
生
養
護
の
項
は
『
医
心
方
』
、
『
千
金
方
』
、
『
外
台
秘
要
方
』
と
重
な
る
部
分
が
多
く
、
そ
の
内
容
も

ほ
と
ん
ど
同
じ
部
分
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
崔
氏
』
、
『
諸
病
源
論
』
、
『
産
経
』
、
『
小
品
方
』
、
『
蔦
氏
』
と
い
っ
た
、
よ
り
古
い
文

献
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
初
生
養
護
の
部
分
に
は
そ
の
他
に
も
『
千
金
翼
方
』
か
ら
の
引
用
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。

断
膳
法
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
他
に
「
嬰
童
宝
鑑
』
や
『
秘
要
指
迷
方
論
』
、
『
荘
氏
家
伝
』
、
『
張
澳
』
な
ど
か
ら
の
引
用
で
さ
ら

に
詳
し
く
述
べ
、
勝
に
つ
け
る
散
薬
の
処
方
や
灸
法
を
載
せ
て
い
る
が
、
曠
断
部
を
焼
烙
す
る
と
い
う
簡
便
な
腰
破
傷
風
の
予
防
法
に
つ
い
て

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
一
二
二
四
年
頃
に
著
さ
れ
た
『
小
児
衛
生
総
微
論
方
」
に
は
じ
め
て
記
載
が
象
ら
れ
る
が
、
『
万
安
方
』
に
は

引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
風
膀
と
し
て
膳
か
ら
破
傷
風
が
お
こ
る
こ
と
は
述
べ
て
い
る
。

丸
剤
や
散
剤
の
ほ
う
が
多
く
、
日
本
で
も
そ
う
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
『
万
安
方
』
に
は
そ
の
時
代
の
特
徴
的
傾
向
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
煎
用
よ
り
も
そ
れ
以
外
の
用
法
の
ほ
う
が
多
く
、
古
い

医
書
か
ら
は
単
剤
の
処
方
が
多
く
用
い
ら
れ
、
多
数
の
処
方
が
現
れ
て
く
る
中
で
、
古
い
処
方
は
一
部
の
頻
用
さ
れ
る
処
方
を
除
い
て
用
い
ら

れ
な
く
な
る
、
と
い
っ
た
傾
向
で
あ
る
。

㈲
初
生
養
護
法
に
つ
い
て
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一
」
医
心
方
』
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
『
万
安
方
』
で
も
病
因
に
つ
い
て
は
よ
く
記
載
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
医
心
方
』
の
場
合
と

（
鴫
）

同
じ
く
『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
『
医
心
方
』
で
は
他
か
ら
の
引
用
は
な
か
っ
た
の
に
比
べ
、
『
万
安
方
』
で
は
『
万
金
方
』
、

『
恵
眼
観
証
論
』
、
『
聖
恵
方
』
、
『
嬰
童
宝
鑑
』
、
『
活
人
書
』
、
『
全
嬰
集
』
な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
医
書
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

『
諸
病
源
候
論
』
に
つ
い
て
、
『
医
心
方
』
と
『
万
安
方
』
と
で
そ
の
引
用
の
仕
方
を
比
較
し
て
承
る
と
、
両
者
に
引
用
さ
れ
て
い
る
項
目
は

少
な
い
。
『
医
心
方
』
に
は
七
六
項
目
の
引
用
が
あ
る
の
に
対
し
、
『
万
安
方
』
に
は
八
八
項
目
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
両
書
で
重
複

す
る
項
目
は
三
九
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
『
医
心
方
』
の
ほ
う
が
『
万
安
方
』
よ
り
も
文
を
長
く
引
用
し
て
い
る
項
目
は
三
つ
に
す

蔵
衣
法
に
つ
い
て
と
剃
髪
法
は
『
外
台
』
の
引
く
、
『
崔
民
』
か
ら
主
に
引
用
し
て
い
る
。
小
児
脈
法
は
『
頗
顯
経
』
を
は
じ
め
、
『
嬰
童
宝

鑑
』
、
『
保
生
論
』
な
ど
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
初
生
養
護
法
に
関
し
て
は
、
『
外
台
秘
要
方
』
や
『
千
金
方
』
、
さ
ら
に
古
い
『
産
経
』
や
『
小
品
方
』
と
い
っ
た
医
書
に
源

を
発
す
る
記
載
が
多
い
。
中
国
に
お
け
る
医
学
の
歴
史
が
や
は
り
古
い
も
の
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
初
生
養
護
に

（
皿
）

関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
『
医
心
方
』
の
時
代
と
変
る
と
こ
ろ
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
蔵
衣
に
関
し
て
は
呪
術
的
記
載
も
多
い
。
ま

た
、
剃
髪
に
よ
い
日
、
浴
す
に
よ
い
日
、
小
児
名
法
、
相
小
児
寿
命
法
と
い
っ
た
記
載
も
多
い
。

『
医
心
方
』
や
中
国
の
古
い
医
書
に
翠
ら
れ
る
変
蒸
と
い
う
概
念
は
『
万
安
方
』
に
も
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
古
い
医
書
に
み
ら
れ
る
概
念
の
ほ
か
、
銭
乙
の
変
蒸
論
と
し
て
五
行
説
を
持
ち
込
み
、
変
蒸
の
た
び
に
臓
肺
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
新
し
い
時
代
の
変
蒸
に
対
す
る
概
念
の
変
化
を
と
り
入
れ
た
こ
と
と
し
て
興
味
深
い
。
ま
た
、
変
蒸
に
対
す
る
処
方
も
、
黒
散
、
紫

円
、
紫
霜
円
な
ど
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
『
聖
恵
方
』
か
ら
柴
胡
散
、

『
張
澳
』
か
ら
清
心
湯
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

㈲
病
因
に
つ
い
て

（9）361



『
医
心
方
』
で
は
傷
寒
に
関
す
る
処
方
は
小
児
門
で
は
一
つ
の
采
だ
が
、
『
万
安
方
』
小
児
門
で
は
傷
寒
の
記
載
は
ず
っ
と
詳
し
い
。
『
傷
寒

論
』
に
出
て
い
る
処
方
も
、
傷
寒
、
発
黄
、
瘡
疾
の
項
に
処
方
内
容
も
記
載
し
て
出
て
い
る
も
の
が
七
処
方
、
内
容
の
記
載
は
な
く
、
処
方
名

だ
け
の
も
の
も
、
小
柴
胡
湯
、
大
柴
胡
湯
な
ど
、
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
傷
寒
論
』
か
ら
直
接
の
引
用
で
は
な
く
、
『
活
人
書
』

を
通
じ
て
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
傷
寒
論
』
の
処
方
を
特
別
扱
い
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
他
の
医
書
か
ら
の
様
々
の
処
方
の
中
に
ま
ぎ
れ

て
い
る
感
が
あ
り
、
処
方
の
選
択
は
か
な
り
多
く
の
も
の
か
ら
柔
軟
性
を
持
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
幼
幼
新
書
』
に
負
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
『
万
安
方
』
の
著
者
も
か
な
り
処
方
を
使
い
こ
な
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
、
『
幼
幼
新
書
』
か
ら
ど
の
よ
う
な

『
医
心
方
』
で
は
薬
物
が
入
手
困
難
だ
っ
た
た
め
か
あ
ま
り
効
果
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
単
一
の
物
質
に
よ
る
治
療
が
多
か
っ
た

（
ｎ
ソ
）

が
、
『
万
安
方
』
に
お
い
て
は
現
在
も
一
般
に
漢
方
方
剤
で
用
い
ら
れ
て
い
る
生
薬
で
構
成
さ
れ
た
処
方
が
多
い
。
そ
の
使
用
も
的
確
で
あ
る
。

驚
燗
に
は
巖
香
の
入
っ
た
処
方
、
清
痩
に
は
人
参
、
白
埖
、
黄
耆
な
ど
の
補
薬
が
入
っ
た
処
方
が
多
く
、
慢
性
下
痢
に
は
黄
連
が
よ
く
用
い
ら

れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
り
、
姻
虫
に
は
苦
棟
皮
、
鴨
風
、
蜜
陀
僧
、
槙
榔
子
な
ど
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
府
と
い
っ
て
臓
肺
の
不
調
和
に
よ
っ

て
お
こ
る
虚
弱
体
質
に
は
大
黄
、
附
子
、
人
参
と
い
っ
た
潟
剤
と
補
剤
の
両
者
が
混
じ
た
処
方
を
多
く
記
し
て
い
る
。
下
痢
に
対
し
て
は
白

北
、
人
参
、
筏
苓
、
甘
草
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た
処
方
が
多
く
、
黄
連
、
肉
豆
蒄
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
大
黄
の
入
っ
た
処
方
も
多

い
。
血
性
下
痢
に
は
楯
子
、
交
葉
、
黄
苓
、
黄
連
な
ど
を
用
い
た
処
方
が
多
い
。
小
便
の
出
血
に
は
黄
苓
、
阿
膠
、
車
前
子
の
入
っ
た
処
方
が

多
い
。
咳
に
は
貝
母
、
乾
姜
、
麻
黄
な
ど
が
多
く
用
い
ら
れ
、
黄
疸
に
赤
小
豆
や
菌
陳
や
楯
子
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
揮
撲
損
疾
に
対
し
て

ぎ
な
い
。
『
万
安
方
』
の
ほ
う
が
長
く
引
用
し
て
い
る
項
目
は
一
二
で
あ
る
。
『
医
心
方
」
で
は
陰
陽
五
行
に
よ
る
説
明
は
採
用
し
て
い
な
い
の

に
比
べ
、
『
万
安
方
』
で
は
と
り
入
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

は
蒲
黄
を
用
い
た
処
方
が
多
い
。

㈹
治
療
法
に
つ
い
て
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抜
華
の
仕
方
を
行
っ
て
い
た
の
か
興
味
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
医
心
方
』
の
時
代
よ
り
も
『
万
安
方
』
の
時
代
の
ほ
う
が
中
国
の
本
草
学
や
方
剤
学
が
著
し
く
進
行
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
そ
れ
が
『
万
安
方
』
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
治
療
学
の
幅
の
広
さ
、
深
さ
を
象
る
こ
と
が
で
き
る
。
服
用
法
に
つ
い
て
の

記
載
も
詳
し
い
。
た
と
え
ば
銀
白
散
は
い
ろ
い
ろ
な
症
状
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
症
状
に
よ
っ
て
廣
香
飯
飲
、
陳
米
飲
、
丁

香
湯
、
濃
米
飲
、
薄
荷
葱
白
湯
、
金
銀
薄
荷
湯
、
紫
蘇
木
瓜
湯
、
姜
香
湯
、
生
姜
棗
湯
な
ど
で
飲
み
分
け
よ
、
と
あ
る
。
ま
た
、
泄
鳫
の
項
で

は
二
色
円
（
巴
豆
、
杏
人
）
を
、
泄
潟
に
は
新
汲
水
で
、
赤
痢
に
は
甘
草
湯
で
、
白
痢
に
は
乾
姜
湯
で
服
せ
、
と
あ
る
。
薬
は
一
般
に
、
と
く
に

丸
剤
や
散
剤
は
粥
飲
や
姜
湯
粟
米
飲
な
ど
で
服
す
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
面
で
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
は
あ
る
が
、
日
常
と
く
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
処
方
を
私
見
な
ど
か
ら
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
熱
性
下
痢
に
対
し
て
は
五
苓
散
、
銭
氏
白
加
散
、
平
胃
散
が
よ
い
、
と
あ
り
、
愛
用
し
て
い
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ

る
。
無
熱
性
の
下
痢
に
は
附
子
を
加
え
た
処
方
が
よ
い
と
も
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
治
療
上
不
必
要
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
病
気
を
細
か
く
分
類
し
て
い
る
。
宿
を
五
府
、
二
四
滴
に
分
け
て

述
べ
た
り
、
積
を
細
か
く
分
け
た
り
し
て
い
る
が
、
陰
陽
五
行
説
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
傷
寒
さ
え
も
（
陰
陽
）
五
行
説
に
よ
る
潤
色

が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

治
療
法
二
八
三
の
う
ち
、
呪
術
的
な
も
の
は
一
三
に
す
ぎ
な
い
。
灸
と
呪
術
の
組
象
合
わ
せ
も
二
つ
で
あ
る
。
一
般
に
『
医
心
方
』
よ
り

も
呪
術
的
記
載
は
少
な
い
。
治
療
法
に
関
す
る
呪
術
的
記
載
は
、
眼
の
瘡
疹
を
防
ぐ
に
は
、
朝
人
の
起
き
な
い
う
ち
に
井
戸
に
豆
を
七
粒
、
病

児
に
投
げ
込
ま
せ
る
と
よ
い
と
か
、
服
薬
す
る
と
き
に
東
に
向
え
と
か
、
春
に
丸
薬
を
の
ん
で
は
い
け
な
い
と
か
、
癒
の
と
き
に
食
べ
て
は
い

け
な
い
も
の
は
乳
母
も
食
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
魚
の
骨
が
さ
さ
っ
た
と
き
に
は
食
べ
た
魚
の
骨
を
頭
に
置
く

”
呪
術
に
つ
い
て
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『
医
心
方
』
に
お
い
て
は
、
当
時
『
医
心
方
』
が
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
千
金
方
』
よ
り
も
ず
っ
と
詳
し
く
小
児
篇
が
著
さ
れ
て
い

る
の
に
比
べ
、
『
万
安
方
』
で
は
『
万
安
方
』
小
児
篇
の
参
考
書
で
あ
る
『
幼
幼
新
書
」
よ
り
も
ず
っ
と
簡
略
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
『
万
安

方
』
の
時
代
は
中
国
医
学
の
膨
大
化
が
み
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
反
映
し
て
『
医
心
方
』
よ
り
も
ず
っ
と
膨
大
な
著
作
と
な
っ
て
い
る
。
『
万

安
方
』
小
児
篇
は
『
幼
幼
新
書
』
の
抜
華
に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
見
や
欄
外
の
注
か
ら
察
す
る
に
、
著
者
は
多
く
の
医
書
を
読
ん

で
お
り
、
実
際
に
か
な
り
の
処
方
を
使
用
し
、
生
薬
の
知
識
も
深
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
む
し
ろ
一
つ
の
本
だ
け
を
参
考
と
し
た
こ
と
で
、

中
国
の
膨
大
な
量
に
な
る
処
方
を
略
そ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
医
心
方
』
よ
り
も
進
歩
し
て
い
る
点
は
、
燗
や
傷
寒
や
下
痢
と
い

っ
た
、
小
児
に
最
も
多
く
翠
ら
れ
る
疾
病
に
対
し
、
多
く
の
治
療
法
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
処
方
内
容
も
生
薬
の
種
類
や
構
成
な
ど
に
格
段
の
進

歩
が
伺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
に
お
け
る
医
学
の
進
歩
に
日
本
の
医
学
も
よ
く
つ
い
て
い
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
『
万
安
方
』

小
児
門
に
『
幼
幼
新
書
』
か
ら
ど
の
よ
う
に
抜
葦
さ
れ
て
い
る
か
を
象
る
の
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

『
医
心
方
』
は
構
成
の
仕
方
が
実
際
に
即
し
て
い
る
点
が
優
れ
て
い
る
が
、
撰
者
の
意
見
の
表
示
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
『
万
安
方
』
で
は
欄

外
の
注
を
つ
け
、
私
見
と
し
て
自
ら
作
っ
た
処
方
を
記
し
た
り
す
る
ま
で
に
著
者
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
己
主
張
は
、
『
医
心

方
』
の
世
界
に
お
い
て
す
で
に
認
め
ら
れ
る
合
理
的
、
実
践
主
義
的
精
神
と
あ
い
ま
っ
て
、
将
来
、
経
験
が
積
み
重
な
る
に
つ
れ
て
日
本
独
自

の
医
学
を
つ
く
り
あ
げ
る
力
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
よ
い
、
と
あ
る
。

（
９
）

無
卑
病
は
『
医
心
方
』
で
は
烏
の
せ
い
に
さ
れ
て
い
る
が
、
一
ゞ
万
安
方
』
で
は
『
漢
東
王
先
生
家
宝
』
か
ら
引
用
し
て
、
烏
で
は
な
く
て
邪

の
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
児
の
衣
を
露
し
て
は
い
け
な
い
の
も
、
烏
の
た
め
で
は
な
く
、
陰
気
に
よ
っ
て
児
が
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
だ
と
い
う
考
え
も
記
し
て
い
る
。
合
理
的
な
態
度
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め
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（
皿
）
蔵
衣
法
胎
盤
を
お
さ
め
る
法
．

（
過
）
『
諸
病
源
候
論
』
晴
の
時
代
の
圭

へへへへ

13121110
レンーレ

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
Ｔ
上
）

（
、
色
）

（
ｎ
ｏ
）

（
ん
坐
）

（
貝
Ｊ
）稿

を
終
え
る
に
あ
た
り
、
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
研
究
所
の
大
塚
恭
男
先
生
は
じ
め
諸
先
生
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
．

な
お
、
本
論
文
の
要
旨
は
第
八
三
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
。
（
国
立
東
京
第
二
病
院
）

『
諸
病
源
候
論
』
晴
の
時
代
の
西
暦
六
一
○
年
に
巣
元
方
が
著
し
た
病
因
狸
つ
い
て
の
象
記
し
た
医
沓
．
宮
内
庁
吾
唆
部
所
蔵
の
も
の
を
参
照
し

文
献

『
医
心
方
』
丹
波
康
頼
に
よ
っ
て
撰
せ
ら
れ
た
医
書
。
そ
の
参
照
は
安
政
版
と
し
た
。

梶
原
性
全
石
原
明
「
梶
原
性
全
の
生
涯
と
そ
の
著
書
」
日
本
医
史
学
雑
誌
一
六
（
二
）
九
’
二
○
、
昭
和
三
一
年
。

梶
原
性
全
石
原
明
「
梶
原
性
全
の
生
涯
と
そ
の
著
書
」
日
本
医
史
学
雑
誌
一
六
（
四
）
七
’
八
、
昭
和
三
一
年
。

『
万
安
方
』
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
用
い
た
。

求
端
探
本
、
方
書
叙
例
、
病
源
形
色
『
幼
幼
新
書
」
の
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
ま
で
の
題
目
〕
第
一
巻
の
求
端
探
本
に
は
児
の
つ
く
り
方
、
男
女
の

生
朶
分
け
方
な
ど
が
処
方
も
含
め
て
吾
か
れ
て
い
る
“
第
二
巻
の
方
書
叙
例
に
は
小
児
に
つ
い
て
の
一
般
概
念
や
寿
命
の
み
か
た
、
三
関
の
脈
の
と

り
方
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
巻
の
病
源
形
式
に
は
人
相
や
顔
色
な
ど
に
よ
る
病
状
や
予
後
の
見
分
け
方
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
〕

『
千
金
方
』
唐
の
西
暦
六
五
○
年
頃
に
孫
思
迩
が
著
し
た
医
学
書
〕
米
沢
本
の
安
政
復
刻
版
を
州
い
た
〕

『
外
台
秘
要
方
』
西
暦
七
五
二
年
に
王
議
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
医
書
．
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
も
の
を
参
照
し
た
．

脱
肛
に
対
し
て
は
…
…
『
万
安
方
』
第
四
六
巻
の
二
六
の
脱
肛
の
項
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
医
心
方
』
の
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
『
千
金
方
』
の
：
：
：
安
達
原
嘩
子
「
日
本
に
お
け
る
初
期
の
小
児
科
領
域
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
日
本
医
史
学

雑
誌
二
九
（
三
）
二
九
一
’
三
○
三
昭
和
五
十
八
年
。

『
千
金
翼
方
』
孫
思
遡
が
『
千
金
方
』
を
著
し
た
後
に
、
西
暦
六
八
○
年
頃
、
『
千
金
方
』
を
補
う
目
的
で
書
か
れ
た
医
書
〕

『
聖
恵
方
』
九
八
二
’
九
九
二
年
に
著
さ
れ
た
『
太
平
聖
恵
方
』
の
こ
と
。

『
活
人
書
』
一
二
一
年
に
朱
肱
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
『
傷
寒
論
」
を
底
本
と
し
た
医
書
。

変
蒸
『
諸
病
源
候
論
」
に
、
変
蒸
と
は
そ
れ
に
よ
っ
て
血
気
を
長
ず
る
も
の
で
、
変
は
上
気
、
蒸
は
体
熱
で
、
軽
い
と
き
と
重
く
な
る
と
き
と
が

あ
る
。
軽
い
場
合
は
体
が
わ
ず
か
に
熱
し
て
驚
し
た
り
す
る
。
重
い
場
合
は
体
が
壮
熱
し
て
脈
が
乱
れ
た
り
す
る
、
と
あ
る
。
小
児
の
発
育
過
程

で
、
一
定
の
日
数
が
た
つ
と
お
こ
る
と
い
っ
た
独
特
の
古
い
概
念
。

た
。

心穴f＝

jOO （13）
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AStudyonthePediatricChapterinthe"Man-anpo''

bv
‘

AkikoADACHIHARA

The@CMan-anpo"isarepresentativemedicalbookoftheKamakuraperiodinJapan.Itwas

writteninl315byShozenKaziwaraanditseemstobethemajormedicalbookwhichappearednext

tothe"Ishinpo''、The{CMan-anpo''ismadeof62volumesanditspediatricpartoccupiesllvol-

umes(vol.39-49).Thenumberofprescriptionsinthepediatricpartofthe@<Man-anpo''isll83and

itismorethantwiceasmuchasthatinthe<<Ishinpo''.Buttheprescriptionsofthepediatricpart

inthe<<Man-anpo''wereallpickedup丘omaChinesepediatrictextbooknamed<6Youyouxinshd''

whichwaswrittenbyLiufanginll50andcomposedof40volumes.Asthereisnothingnewabout

thecompositionofthepediatricpartintheG<Man-anpo''whichisseeninthe(GIshinpo'',thecontents

ofthepediatricpartoftheG<Man-anpo''tellusthatthemedicallevelinthatperiodwasmuchhigher

thanthatintheperiodofthe;GIshinpo''.

ItcanbesaidbecauseofthefbllowingfLcts:1)Thenumberofprescriptionsofintcmalmedicine

inthepediatricpartofthe<<Man-anpo''is756whichislargerthanthatofmedicineibrextcrnalusc,

whereasthenumberfbrinternalmedicineismuchs'nallerthanthenumberfbrexternalmedicinein

theCFIshinpo''.2)Only32percentoftheprescriptionsinthepediatricpartofthe@GMan-anpo''are

（
守
門
）



composedofonemedicalherbincomparisonwith73percentinthe<;Ishinpo''、3)Theauthorofthe

6GMan-anpo''seemstohavehadquitcahighlevelofskilltousethepr･escriptionscomposedby

medicalherbswhichwecangucss丘omtheexplanatorynotes.

（
ぬ
［
）
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